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第4章  目指す水道の姿 

1    基本理念 

 

 

安安全全なな水水道道水水をを安安定定ししてて送送りりつつづづけけるるたためめにに  
～～信信頼頼さされれるるラライイフフラライインンをを目目指指ししてて～～  

 

 

我が国が世界に誇るインフラ（注 1）である水道は、全国的に広く普及し、ほと

んどの国民は水道に生活用水を依存するようになりました。 

しかし、近年、地震等の被害により各地で水道施設が破損し断水が生じるな

ど、多くの国民に影響を及ぼし、転換期を迎えた水道には一段と高い安定性が

求められています。 

一方、川西市水道事業においては、事業運営面で、給水世帯は増加傾向にあ

るものの水需要は減少傾向にあり、将来的には益々厳しい経営環境下に置かれ

るものと推察されています。 

しかしながら、施設整備面では、水道は生命の維持と市民生活に必要不可欠

なものという視点から、「信頼されるライフライン」を目指して、老朽化しつつ

ある施設の整備・更新を行い、災害時においても水道水の安定供給ができる体

制にしなければなりません。 

そのため、「安全な水道水を安定して送りつづけるために」を基本理念として

掲げ、これを目指します。 

この基本理念に基づき、水質、安定供給、経営、環境等の課題に対して基本

目標・施策目標を定めて対応していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注 1） インフラ（インフラストラクチャーの略） 

  社会的経済基盤と社会的生産基盤とを形成するものの総称。 
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2    基本目標 

基本理念を実現するために、４つの基本目標を設定し、施策目標を定めます。 

  安安全全なな水水道道水水をを安安定定ししてて送送りりつつづづけけるるたためめにに  

  ～～信信頼頼さされれるるラライイフフラライインンをを目目指指ししてて～～  

 基本目標 施策目標 

 

1）水質監視の強化 1  安心して飲める水道水

2）水質管理の充実 

3）直結給水方式の拡大 

4）貯水槽水道の管理の適正化 

5）鉛製給水管の更新 

2  安定した給水の確保 1）基幹施設の更新 

2）基幹管路の更新 

4）応急給水拠点の強化 

5）水運用体制の確立 

7）近隣都市との相互応援体制の確立 

3  運営基盤の強化 1）事業運営の充実・拡充 

2）人材の育成・活用 

3）運営管理の効率化 

4）広域化の取組み 

5）需要者サービスの向上 

4  環境への思いやり 1）省エネルギー対策 

2）水資源の有効利用 

3）廃棄物のリサイクル 

6）災害時等における体制整備 

3）緊急時用連絡管の布設（市内南北）

6）広報および広聴活動の充実 




